
IstilahEkonomi,InggerisIMelayu-Ing-

geris.(SiriIstilah DBP Bit.3.) Kuala

Lumpur:DewanBahasadanPustaka,1965.

151p.

マレーシア政府の教育省ujL恒二ある,言 語文学局

uJ経済用語専門委員会が編纂 した経済用語集であるO

どちらuj語からでも,対応する明仁浩を見つけ出せ,rl!j

ようにナ上 ,ている｡ こuj言語文学局では, 丁でに

IstilahJawatandanJabatan(役職 ･官庁用語),

および IstilahPentadbiran(行政机語)とを出し

ており,経済用語集は第3番目にあたる｡言語_文学

局は,マレ-シ了のマレー語化政策uj推進付体で,

マレ-.irI7;-がすべての分野で支障な く使用できるよう

必要な新語を作った上 種 々J)出版物を出しているO

朋ff-集uj専門委員会は,マラヤ大学uj経済学組長

し,TngkuAbdulAziz教授(早f紬 1大学経済学｢L]li･)

/i-中心.'=,マラヤ入学しリスタッフ,実務家lj:ど18人

U)構成Li(1人の中国人を除いては,すべてマレ-

人)によって,丸 4年の検討を経て完成されたもt/)

である｡その苦 心の一部は,編纂方針を述べた序文

にもうかがえるが,並大抵ではなかったであろうこ

とが容易に想像される｡あるいは,外国語U)音をそ

U)まま写 し,あるいは2語を 1語に縮少し,あろい

悠従来の意味を拡張してマレ-語を使い,あるいは

接頭辞,接尾辞を基幹語につけて抽象化し,あるい

は巷間に使われる口語を取 り入れたりして,造語を

汁-lている｡特に,インドネシア譜との連関を求め

･7jtIいうことはない｡

介する土,

Saharus-nyadenganpengalamanyangtelah

di-dapatidan juga tegoran2 dari keritik2

lcritics]yangmungkindi-terima,dayaPen-

geluaranEproductivity]JKIE(Jawatan-kuasa

lstilah Ekonomi)harusbolehmenunjobkan

Pulanganbertambah-Jebehlincreasingreturns〕;

JKIEharusbolehmenggubah bukan sahaja

kuantiti [quant]'tvl istilah yang maksima

Lmaximuml, tetaplJuga menJaga SuPaya

kualitilqualitylistilah2 itutidakjatoh.([ ]
再およびイタリックは引用者)

語数は,1221浩cJjマレー語用語が基本 ヒな一)てい

る｡読者の便をはか-)て,修飾語からもIj=ナろよう

:二なっていろ｡ 例えば,tuantanahtidor(不在

地主)は,tanahtidor,tuanか tidor,tuantanah

!Jiでも引けるC (前LLl 成文)

Gerald C.Hickey.VillageinVietnam.

New Haven:YaleUniv e rsity Press , 196 4 .

昨 今,ベ トナムに闇する文献が雨後の笥ujごとく

.'二現われているが,それらはほぼ(1)国際政治 ･国際

関係uj観点からベ トナムを扱一,たもの,(2)軍事的分

析を中心 にしてベ トナム戦争を扱 ったもC/),(3)ジャ

ーナリス トによる報告,著述,そしてここに紹介す

･7'ような(4)ベ トナム社会自体を直接の分析対象とし

たもレ･),などに分けうるかt.思う｡ この第4番目uj

カテゴリー.'=rJ十㌢る_丈献悠,ある意 味では最 も二屯要

!よもo)でありながら,きわめて放少ないLjつが現状で
1一一~ウ
しり/ユ)〇

ゴン南西 55km,1958年当時人口3,241人)に闇丁

i:'民俗誌的な記録であり,筆者の理解する限りでは,

吊じ著者が,TheStudyofaVietnameseRural

Community:Sociology,Saigon:MichiganState

Univ.,Vietnam AdvisoryGroup,1960.として

出版 したものを中心に,さらに何回かの追加調査を

加えて完成 したものである｡

ニC/j書物の骨子を形成している諸資料は,1958年

3′Hから1959年12月まで,二文化人類学者の著者が,

経済学者U)I.Hendry,政治学者の L･Woodruff

とともに, ミシガン州立大学ベ トナム顧問団支援の

もとに, KhanHauで行なった現地調査によって

抜められたものであり,巻末の文献目録にも見 られ

j17,通 り, 他の2人の 共同調査者 も各々0_) -LfflPEj分野

てこJj村落の調査報告を書いていろO(J.Hendry,

TheStudyofaVl'etnameseRuralCommunity:
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EconomicActivities,Saigon:1959,･L Woodruff,

TheStudyofaVietnameseRuralCommunity:

AdministyativeActivities,2vols.Saigon:1960.)

著者は,オリジナルのテキストに,他の2人の研

究成果を加味して (生活様式と経済体系,村落行政

と法律),この メコンデルタにある-村落の全貌を

ミクロに描き上げようとしている｡こうした,いわ

ば息の長い研究は,動乱果てしない南ベ トナムのよ

うな社会ではきわめて困難であって,序文を寄せた

フランスのインドシナ研究の権威 PaulMusが指

摘しているように,今は古典となっている仏植民当

時の研究成果との断絶を埋めるという意味でも,こ

のモノグラフはきわめて責重なものであると思われ

る｡

内容は,結論の章をいれて全部で11章よりなり,

(1)村の歴史,(2)地形と居住様式,(3)宗教と民間信仰,

(4)血縁体系,(5)社会集団としての家族,(6)生活様式

と経済体系,(7)村落行政と法律,(8)祭礼委員会,(9)

社会経済的分化,(1C?社会経済的プロフィ-ルと社会
移動,それに若干の附記がついている｡各章とも,

詳細を聞き取りおよび観察,短い歴史的説明,それ

に多数のケース ･スタデ ィを網羅して ミクロな筆致

が村落の生活を再現してゆく｡専門項目が多岐にわ

たるために,もちろんここでは,その細目を紹介し

たり,評価したりすることはできないけれど,--一つ

の小宇宙としてのこうした村落の生活全体のイメー

ジを読者に伝えるという点では,この書物は,その

希少価値というメリットを除いても,充分成功して

いるものであろう｡

そこに描かれた村落住民の生活は,しかしながら,

決して喜ばしいものではない｡生活空間は狭 く,技

術が低いので生活は貧しく,人々は信心深い (とい

うよりは迷信深い)｡ 戦乱の絶えなかったこともあ

ろうが,人々は村落レベルでさえ協同態勢を組織し

えず,家父長家族と若干の信者グループ (カオダイ

教の一派やマイノリティであるカトリック信者集団

など)が成員の忠誠を吸収している｡それは,例え

ば,家族単位の行事 (冠婚葬祭や法事など)に全 く

家計とは不均衡な支FitJTをするというような非合理的

態度に現われたりする前近代的な生活なのである｡

もしわれわれが一昔前の文化人類学者のように好

奇心だけでこのような社会の問題を取り扱うことを
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否定する立場に立つなら,この書物のもっている価

値は,そうした意味での問題提起でさえあろう｡望

むらくは,本書のようなミクロな分析を全体社会レ

ベルの諸研究 (例えば, NguyenKien,LeSud-

Vl'etnamddPuisDien-Bien-Phu,1963;Nghiem

Dang,Vietnam-Politl'cs&PublicAdministra-

tion-1966など)に繋いでゆ く研究が輩出するよう

に願うものである｡

なお,一言不満を述べれば,煩雑であり,一般性

もないので省かれたベ トナム語 (本文中の)の抑揚

記号はつけておいてほしかった｡ (サイゴン出版の

オリジナルでは,原語は正しく表記されている｡)

(中野秀一郎)

陳濡性編 ｢袖珍緬華辞典｣ ラング- ン :イ

ーセイ ン出版社,1963.519p.

ビルマ語の辞書は今までに各種各様のものが知ら

れているが,1963年に新 しく緬華辞典が公刊された｡

本書は題名にもあるように,12×9cmの小型(袖珍)

版である｡

編者は,これとは別に｢綜合緬華大辞典｣,｢模範緬
華大辞典｣の二柾を編纂 している｡前者は,Robert

Shafer,Bibliography of Sino-Tibetan llan-

guages.1963.p.7 に Sein,Chen Yee,The

ComprehensiveBurmese-ChineseDictionary,

Mtlen-HuaTaTz'u-Tien.Peking&Hongkong

(atpress),pp.ca.2000と紹介されているもので

あるが,鹿児島大学の荻原弘明助教授の書簡によれ

ば,これは編者が15年かけてまとめたが未刊だとの

事である｡その abridgededitionが ｢模範緬華大

辞典｣で,1962年に出版されたが早 くも絶版になっ

ており,駐ビルマ日本大使館の石堂事務官からの連

絡によれば,ラングーン市内でさえも残念ながらも

はや入手不能だという｡

従来の各種ビルマ語辞典の内,内容的に最も充実

しているのは,Judson'sBurmeseEnglishDic-

tionary;revised& enlargedbyR.C.Stevenson

& F.H.Eveleth.Rangoon:1953.p.1061.であ

るが,袖珍辞典はページ数からいってもこのジャド

ソン辞典の半分,収録語菜数からいっても1/3足らず

にすぎないとはいうものの,ジャドソン辞典に収録

されていない単語や語句,ことに<血液銀行><水
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爆>等の新 しい里語が多数掲載 さILてい バ 二_LI;綴

い ること;従来の緬英･辞許にはみ られない意 味C/)刺

規説明があ ること等,利 珊 Iu謙j:はきわめて高いC一方,

文例がほとん どみ られない ;杏里語 に発音 表 記がな

い ;文字の配列順序が従来の辞差(例えば ジャ ドソ

ン) とは異な ってい るばか りか,W.S.Cornyn&

J.K.Musgrave,BurmeseGlossar3,.NewYorkl.

1958.に も従 ってお らず,独特C/j配列 形式,yi:_L:,て

い るため,従来の辞書 を使い慣れた人 .': 悠か J':1て

不便であ る等の難点があ る｡
編 者は,現在 Burma HistoricalCommission

究中のE酔史学 音であるO 発表 した研究論文 も少fi:く

な く, 特 に B.B.H.C.に掲 械さ/iLた論文 "The

Chineselnscription atPagan"(vol.Ino.ii,

1960.pp.153-157)は,サ ラブ- (此)門で発見さ

じめて解読 した論文 と して,その功潰 甘 高く評価 さ

れよう｡ (大野 徹)

MaungBaHam.TheUniversityEnglish-

BurmeseDictionary,pt.トX,Rangoon :

HanthawaddvPress,1951-1966.2292p.

1962年の革 命政椎成｣立後, ビルマでは次 々 と折 し

い英緬辞典が刊行 された｡ 例えば TheAcadem),

EngZish一一BurmeseIllustratedDictionary.Ran-

goon:1962.U Tin Tun,TheConciseEng-

lish-Burmese:Burmese-English Dictionary.

Rangoon:1964.KhitThitEnglishBurmese

Dictionary.Rangoon:1965.等がそれである｡

ところで, ここで とりあげたバ- ン博上編 しっ某緬

辞典 は,1951年の第1部か らは じま って1966年 .'=弟

10邦が完成 した雪組､らもわか るように,実に息U)良

い労作であ る｡ もちろん編者 は多数の人,特 に ラン

グ- ン大学の UWun,女 婿の U TinThein等L/〕

協力の下に, この辞典を編纂 したわけだが, これだ

け丹念にまとめあげた英緬辞典 は,UTunNyein,

TheStudentsEnglish BurmeseDictionarJ･,.

supplementedbyUTunAungGyaw.Rangoon:

1957.を凌駕す るもojとい -1て も過言 ではない 上ノ山

われ る｡ ただ難点をいえば, 発 旨符号が全 く附せ ら

-〟-213

紹 イ｢

:していfJい 車で,在来レ)英緬 辞典 に残 されていた理

題の--つが木だ解決 されていな い 点 にあ るO対 象言

語の何語た るかを闘わず, これか らの辞吉編言募 には

｣_′ ー7
LLrう/､)〇

ともあれ,本 吉は,収録語東山鼠は もちろんuj二

と,例文 もふ/Lだんに 上り入れ られてお り,莱"-,lz,Jを

学ぶ ビルマ人 1.P=とって,存益 なガイ ドの役目を果た

昌r_llF(左 辞典 レ〕 一つだ といえようC

編 者 レ〕バ- ン博士 は.邦二次世罪大戦中, =′恒 )

車放下 ･:二おいて, ビルマ学 IFl;院 レ⊃辞 告編 纂邦J)スタ

ッフをつ とめた経 験/jrもつ人物であ ご,O

ビルマにおける辞典編纂U)現状,Jrうかがい加ご‖lJ

I) 一つ,Jつ代去例 として, 本吉を紹介 したいO

(大野 徹)

Bo Taya.YebawThong-gyei'tPJVZ'daw

bγan-gan.Rangoon:Hkyobyu-sabay,1966.

227p.(ボ ウ ･クー ヤ ー:Ff三 十志上レ)凱IJJ,'Ji.=)

第2次世界大戦の勃 発に伴-て, 反英独正,jr主張
i-i,3ドTlj･バマ-了 シーア 二lT')ン (別 名タキ ン先)

は冒 憲の抑圧によ 一､て地下沃動を余 儀な くされたが,

定差 記長の タキ ン･アウ ンサ ン (逮捕状が汗.ていた)

悠 減路車間へ脱出 日本軍憲兵裾=少佐の T-tjrで東

京に向か -､たO い ---､たんこ､＼そかにビルマに帰 ったア

･17ンサ ンは,llll志を基ご〕｢南機関｣の下でJEl雄 二教練
を三 .'ナビルマ独 立吊を結成,日本軍の ビルマ耽 撃 と

同町1'=, タイか らビルマ-凱 II]J't;した ことは, 十Hで

はLIJ/,ま～‖二も有 名な席史的 事実である｡

人の志士｣辻, およびビルマ独｣用_乙に終 始 -二門援助
指導を与えた大本ノ昌健二属の ｢南機闇｣′等に 闇す る信

頼すべきrf料が,H本側の記録であ るこ上はい うま
で もないが,･Fか 17ビルマ側の記録 はさほど多 くは知

られていなか ったO

本吉は純粋の学術研究雷 ではないが, 元 ｢三t･人

の志土 ｣の 一人 ボ ウ ･クーヤーが,rl己の困 険を基

.'=値丁 ,7'C 梅南鳥 に 特設 された陸軍士官学校 での
ド :.卜人の志上IJ迅山猫 訓練 ぶ ～)か ら筆を説 き起 こ

L, バ ンコ//での ビルマ独 む∵車の編成, 3隊に分か

れての ビルマ進撃,そ してついに著者の郷 里ピンマ
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ナ-へ無事帰り着いたところで終わっている｡チェ

ンマイ出発後,タイの平地から山岳-分け入り,う

つそうと茂る森林地帯をかき分け,山腹に点在する

カレン人村落をいくつも経て苦JL､惨憶の末,タイ･

ビルマ国境を突破するくだりは,さすがに体験に基

づいているだけに文章もイキイキとしていて,ir:.に

本書の圧巻だといってよい｡

著者は,ボウ ･ネ-ウィン (現ビルマ革命評議会

議長ネーウィン将軍)の率いる第 2班 (ビルマ国内

での後方僅乱担当)所属の将校で,アウンサン将軍

が率いる作戦司令部 (第3班),ボウ･チョーゾ-,

ボウ ･ジンヨー等の第 1班 (正規軍)のビルマ進撃

に呼応して蜂起したわけであるo

｢三十人の志士｣達は,ビルマ独立後バラバラに

なった｡ボウ ･レッヤーのように実業界に入ったも

の,ボウ ･イェ- トゥッのように共産党に入党,地

下活動に転じたもの,ボウ ･アウンサンのように暗

殺されたもの等,流動する歴史の重さをヒシヒシと

感じさせられる｡

本書は, ｢南機関｣の長であった鈴木敬司元陸軍

少将が直接著者から進呈され,同じ南機関の高橋八

郎元大尉 (現ビルマ大使館 Liaison O托cer)の手

を経て,私に邦訳を依頼してきたものであるが,ど

ルマ独立軍の活動を内面から描いたものとして貴重

な資料であるところから,翻訳に先だちあえて紹介

の筆を執った次第である｡ (大野 徹)

G.B.MilnerandEug6nieJ.A.Henderson

(eds.) Indo-Pacijc Ll'nguistic Studies.

PartI,HistoricalLinguistics(ⅩⅤ十514p.);

Part II,Descriptive Linguistics (viii+

571p.),Amsterdam:North-HollandPublish-

ingCompany,1965.

1965年1月, ロンドン大学 SOASの主催による

Conference on Linguistic Problems of the

lndo-Paci丘cAreaがロンドンで開催されたが (良

井久之助 ｢挽近南方諸言語研究の動向｣『東南アジ

ア研究』IIL2.pp.74-参照),本書はそのときに提

fllJ1された論文をまとめたものであって,同時にILLL版

された雑誌 Lingua14,15(1965)と同じ内容であ

る｡PartIには historical,comparativeな論文
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25編,PartlI には descriptive,typological,

sociologicalなもの24編が収められている｡

言語系統別 にみていくと, ムンダ語 については

Biligiriの Sora 語動詞研究, Zide の Proto-

Mundaの再横などがある｡ モン･クメル語 では

Jacobのクメル語数表現の研究などがあるが,この

系統の言語を比較言語学的に考察した本格的な論文

はない｡ チベット･ビルマ語 では, Rawang語

(Morse),ビルマ語 (Allot)の動詞表現の研究など

もっぱら文法に関するものが収められ,特殊なもの

として Okellの NissayaBurmese研究がある｡

逆にタイ系言語に関する論文は4編とも比較研究で

ある｡

オース トロネジア言吾については従来の比較研究に

対する批判を述べた論文が多いO古バ リ語資料の評

価 (Teeuw),Rotuma語における同系言語からの

借用要素の問題 (Biggs)など｡ 借用要素に関して

はこのほかタガログ語におけるスペイン語要素を論

じたもの (Lopez)がある｡ オーストラリアの言語

にはわれわれは直接の関心をもたないが,Wurmに

よるオース トラリア語の研究動向の紹介 2編は役に

立つ｡

以上 のような historico-comparative または

descriptive というオーソドックスな論文のほか,

類型学的比較研究 (typology)と言語と社会を扱っ

たものとが若干収録されている｡いちおう系統から

離れて音韻論的特徴などによる言語地域設定の試み

(Henderson),必ずしも新たな考えではな いが概

念が名詞的 ･動詞的のいずれかによる言 語の分封

(Capell),言語と方言 (Kahler),national lan-

guageの問題 (Alisjahbana)など｡

参考のため執筆者名を列挙しておく｡

Anceaux(Austronesian),Allot(Burmese),

Alisjahbana(Malay),Biggs(Rotuman),Buse

(Rarotongan),Biligiri(Sofa),Chretien(Aus-

tronesian),Cowan(Oirata),Condominas(Mn-

ong Car),Constantino (Philippine),Capell

(Australian),Dyen(Formosan),Elbert(Poly-

nesian), Egerod (Atayal), Gedney (Yay),

Haudricourt(Oceanic),Henderson2編 (Kha-

si;SEA laguages),HlaPe(Burmese),Holmer

(Austronesian), Izui (Micronesian), Jones
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(Thai),Jacob (Khmer),Johns (Javanesel,

Kuiper(Munda),Kahler(Indonesian),Lu°e

(Danaw),Li(Kam-Suュ),Lopez2編(Tagalog;

Philippinelanguages), Milke(New Guinea),

Milner(Austronesian),Morse(Rawang),Ngu-

Pinnow(Munda),Pulleyblank(Sin°-Tibetan),

Roolvink(Malay),Robins(Sundanese),Shorto

(Mon),Simmonds(Tai),Teeuw(OldBalinese),

Thompson(Vietnamese),Uhlenbeck(Javanese),

Wurm 2編 (Australian),Zide(Munda).

(二/li 点之う

`̀ThaiNooi''(pseud.)Prasot)kaan34Pz'i

heeng raboobPrachaathiPatai.Bangkok:

PraePittaya,1965.664p.

匿名の政治評論家 ｢タイ･ノーイ｣V)筆はいつに

な1たら衰えるのか｡かれの著作の数は, もう30冊

になるはずだ0人艮党革命の直後から,新聞編某/J〕

かたわら,政冶評論の仕事を続け, 主 として Prae

Pittaya書店を発行元に,精力的に苫きまくってき

ている｡かれの生命力が長いことは,二つのことを物

治の観察と政治評論の仕甘 二 心から情熱を燃やし

ていることである｡ しかし,かれの本17Eを知ってい

ろひとはあまり多 くはない｡それでいいJ)だと思 う｡

本許 i,その ｢タイ ･ノーイ｣の損新J)本である｡

題の意味は,民主主義時代uj34年の経験と訳せよう｡

人民党革命後の椎史, すなわち タイU7現代史を,

｢タイ ･ノ-イ｣なりに捉えた本だ と一十,I:)と,=1,7L

だけで読者の興味をひくことだろう｡そ,7Lともう -

つ,もうそろそろタイ人の 打二なるそC/)ような民主

主義時代史が蜘 目していい頃だから,fJの先鞭をつ

ける意味でも,本音の刊行は意味深い｡

しかし,残念ながら,ある面では,読者は期待を

裏切られることだろう｡ なぜなら,これ.'i,芳ごまか

ならずLも首尾一貫 した雅史の本ではないからだ｡

二の34年のあいだの重要なできごとを,エヒソー ド

的に取 り上げて解説しているだ.守の本であ る ｡ 内容

の迫力も,かつての力作 ｢10人の総理大臣｣T二･t'まろ

紹 JL､

.'二伎ば互いCそして,や はり,サ リットル 冊 11高

まだ遠転していろし;)で,申町珠が-半減するO

本書は,それでもいくつかJ)メリットをも-,Tい

::l｡第 1のメリットは,プラヤー ･ソン ･スラデー

トの再評価をうながしていろ点であるOソンは,ヒ

ブ-ンに侶まれた悲運の政治家であるOピブ-ンに

よってたいへ/i,誓いイメージを作り上げらjLてきた｡

かれが悠たして,ピブ-ンがいうほど悪人であ-)た

か,そして,人艮党内序列第2位 といゲ13ノJ,人艮

党-L.fF71命の作戦担当者としてJ)功績ti:ど悠,改d)てJE..1]

く評価されねばたJ〕ないのではないか｡ヒブ-ン研

塞,J)知和二見逃せない人物だ宮 二 本書が,ソンU)

人となりを抱きだ十たLlノ,.7二かfj,lさ)レ)--ジを割いて

いるJ)は貴,Ttであ∴.

弟2L',_)メリットま,｢用日}イJ力日確な評価/Ji:試み

ていろ点である｡自由タイは,たくさ/LJJ系列にわ

;'J,れた地下運動であり,ややもす ,7,,と,自由/,Tイ運

動U〕全貌が捉えられない傾きにあ一,たO とくに,ネ

- 卜･ケーマヨテ ィンが自伝風に自山タイ運動を描

いてよく読まれたために,かれJ)描 く｢日加タイ像が

十べてと解される傾向も強い｡ 本音が,Ⅹ-0グル
ープ~という集団に苫目し,チャムカッドという人物

･Jj動きを[=flタイU)中心的系列として追 っているL')

t'言,そJ7点注目されねばなこ,ない｡ もっともこの点

:三,タイでは, しだいに常識化しているが,欧米t,)

ウイ研究は,まだよく掴んでいない点である｡

二J)ような問題提起に接すると,｢タイ ･ノーイ｣

がタイ政治史 uj二牛き字I｣‖二いわれる串実のIl:.Lさを

まざまざと感 じさせ ろカしろ. FF]頭U),人民党基命が

民主化L/)トレーガ- ヒしては′失敗だつたということ

から話を始Lti)る芸当も,ただものではできないこと

JI 一読して守一､して損.'まない本である｡

(矢野 暢)

Guy Hunter.South-EastAsia･.Race,

Culture& Nation,London:OxfordUniver-

sityPress,1966.xix-L190p.

本音は,ロンドンの InstituteofRaceRelations

があたらしく悠い牛工世界民族問題研究シリーズU)

第1弾であ :う｡署苫しっGuyHunterは イギ リス

で.'i,アフリカ問題の椎戒として知られているが,
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東南アジアにも半年ほど滞在 した経験があるようだ｡

とにかくいい本だ｡まず,このシリーズの企画El

体を高 く評価 したい｡むつかしい理論を前提に新興

諸国の問題にアプローチするのではなく,なるべ く

常識的な感覚で国家の問題を考えようとする姿勢は

健全である｡最近こんなに興味深い新興国家論を読

んだことはない｡このシリーズは,このあと,南米,

トリニダッド,カリブ海諸国,ブラジル,南アジア

と舞台を移すという｡楽しみである｡

本書の内容は,三つの部分にわかれている｡第 1

郡では,東南アジアの文化と人種構成が概括されて

いる｡第2部では,現在の国家像をつ くりあげた後

天的要因,たとえば歴史経験,政治行政,教育など

の局面が検討される｡第3部では,現代における問

題点がひととおり議論され, 157ページからはじま

る結論部は味わい深いものである｡

著者の東南アジアでの経験は少ないが,この本の

内容をみると,一級の専門家であることがわかる｡

それというのも,かれがイギリス人であり,イギリ

ス人のすぐれた学者がみなもっているすぐれた現実

感党をもっているからだろう｡無駄な理屈をこねな

い英国流の堅実な学風が,本書に安定 した生命感を

れだけに読むのが難 しい木でもある｡随所にころが

るなにげない断定が,一つ一つ問題をもっている.

新興諸国の政治については,アメリカの学者がむ

つかしい理論的研究を続けてきているが,かれらの

才気走った理論に食傷 したときに,このような本を

読むとせいせいする｡イギリス入学者の書いたこの

ような本には,学問の正しいあり方を暗示するなに

かが秘められている｡アメリカ流の社会科学は,請

理的に突きつめるとどこまで行きつ くのかわからな

い点に,不安を感じさせる｡ しかし,イギリス流の

社会科学は,どこまで行っても,けっして不毛の非

人間的な究極には行きはしないという保証がある感

じで,やすらぎを覚えるから不思議だ｡ しかし,こ

の点はだいじなことだと思う｡

わたくLは,一読して,この本をたんなる民族問

題の本だとは巴えなかった｡その枠を越えて,むし

ろ新興諸国の本質に問題点,すなわち,国民国家形

成の問題とナショナリズムの問題を主題にしている

感じだ｡新興諸国のナショナリズムについて書かれ

216
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た本はこれまで何冊かあったが,社会学的に,生き

た現実のダイナミズムとしてのナショナリズムの生

成要因を扱った,実証的な研究に乏しかったように

思える｡そのためには,ナショナリズムの理念史的

研究ではなくて,KarlDeutschが提案した"social

communication"概念 ととりくまねばならない｡

この本は,あいまいな形でではあれ,そのような問

題意識に立っていると思う｡もっともイギリス人の

常識といってしまえばそれまでだが,アメリカの学

者に欠けているなにかを Hunterが示 しているこ

とは事実だ｡それをわたくLは,たい-ん貴重に思

うのだ｡ (矢野 暢)

HughTinker.Reorientations,Studieson

AsiainTransition.London:PallMall

Press,1965.175p.

ビルマの専門家として名高い普者の最初の評論集

である｡いっもの密度の高い研究書と趣きが違い,

掻 く読める本になっているOそれでいて,本書を読

んで学ぶ事柄はけっして少なくはない｡一つ一つの

論文が,それぞれ南アジア,東南アジアのだいじな

問題を扱っているので,全体としてまとまると,ア

ジア問題の貫重な参考書になっている｡それよりも

まず,かれのこれまでの本ではなかなかつかめない

Tinkerのアジア観がはっきりわかるのはうれしい｡

かれはすぼらしい政治感覚の持ち主のようだ｡

全部で10編の論文が 収められている｡ 第 1の論

文 "HistoryinaTimeofTransition"では,西

欧の歴史学者とアジアの歴史学者とが ｢意見を異

にする協定｣を結べと提案している｡ 第 2の論文

"TheCityinAsia"では,アジアの後進地域にお

いて都市が果たす役割が扱われている｡都市の機能

を政治学の研究課題にせよと提案し,同時に,東南

アジアの都市が,社会機能を独占しすぎるのはよく

ないといっている｡第 3の論文 "CommunityDe-

velopment,A New Philosopher'sStoneHでは,

地域開発という事柄がアジアでは魔術のような魅力

をもつ事実が指摘される｡これは,欧米の歴史に先

例のない面白い実験だが,民衆の自発性を抑圧する

傾向にあるのはよくないと断じている｡第4の論文

"C1imactericinAsia"では,40年代,50年代そ
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して60年代C/jアジアレ〕時代像/i-即題('二し,将 来に希

望を見出そうと努力している｡ 弟5レ)論文 "India

Today"は, インドがいま "inmaking"なレ)か

"in breaking"なのかをlLEI]題に丁,7:,｡ そJ〕解答を,

インド人学者の文献レ)なかに求めようとTJ71が,解

答は 得 られない0 第60)論文 HTheNameand

NatureofForeignAid''は,外周援助を外交史上

J)新 しい現象とみなし, これのもたらす効果や問題

点を扱おうとする｡しか し,表面をなで,7,だ宮 二終わ

技術専門家が,エアコンU〕ある立派な家に住む とど

ういうことになろか,かれ らはどうして短湖椙]U_)旅

行だけで帰 って行 くか,などのシニ ックなアプロー

チが効果的である｡ 弟 7の論文 "Broken-Backed

States"では,｢東南アジアUj国々は,酉軟しっ国 々な

らF軒家の危機の原因になるインフレや革命などが危

機にはならない｡なぜなら社会がルースだからだoJr

ヒいう命題を提出している｡東南アジア0_)国家の強

みは, "survival"できるところ:=あるという｡第

8C/)論文 "Race,NationalismandCommunalism

inAsia"では こと民族対立の問題に皿する限 り,

欣米とアジア土で,問題の性質は1司じであ,7,'), ±い

う､T'-用摘 Ifi:されている｡

以 Fははぶこう｡ しか し, ニJJよう<'I, どJ〕 一つ

をと-)て も,着目点が卓抜で,解答 もまた明快であ
:''｡ アジア問題についての一般の評論集として推薦

したいoTinkerの評論は, 今後もマー クし左 くて

月ならないようだ｡ (I)ヾ野 暢)

William Marsden.TheHistoryofSuma-

tra.A reprintofthethirdeditionintro-

duced by John Bastin. Kuala Lumptlr:

署晋は 1754年 に アイルランドで 二生 まれた｡ 兄

John Marsdenが英国束印度会社U)酉部スマ トラ

駐在官を勤めていたので,PortMarlboroughL)吉

記官に任命され,1771年5]jにベンクーレン (南部

スマ トラ西flLilLT三の市で, 会社の香料買易し)根拠地)
へ赴き,1779年 7月にスマ トラを去-｢たo 二U)問い

調査 ･収渠材料,職務上得た質料,をもとに兄や友人

からの･｢嗣-liを とり入れて,1783年にニU)本しっ相投を

紹 ′卜

目 した｡そJ〕後新しい質料をfrJ-て改訂増柚 し,1811
早:二:I-レ)3版を出したが, ニ U･)本･.'まそれを揖刻 した
ちレ′)で,第3版に精しく加えられたスマ トラ島の珍

鳥 ､動析物や当時レ)景観の図版26葉が巻末に収めら

し .JohnBastinの紹介が附されたO掃3版が稀

臥 牛二二 -､ていろ現 fL:_,今度の覆刻は非常に,E:,::ばL
∫l
J c

付 ;--Lの.心室性1,jiはIIL/ウフルタイ トルが端L伽 二示 し

てい ろ o ThejlistoryofSumatra,Containing

anAccountoftheGovernment,Laws,Customs,

andMannersoj-theNatiz)eInhabitants,zL,l'th

aDescriptionoftheNaturalProductions,and

aRelationofthe⊥4ncientPoliticalStateof

thatIsland.

丁なわら本告.Lilスマ トラ誌｣と不,'Jrjーべきもので,

RafflesOJ｢ジャワ史｣,Crawfurdの ｢-ィンド群F,71I

吏｣と並んで,英人の 手.7=な77,インドネシア研究の

,fI-典 とされている｡

L_ころで著書C/j採 -た万針は,仁!分 の見聞抱囲内

でスマ トラ全体を概打｢畑二記述 し,同島を個々の地

域 , 種々L,つ属住民.'=分:ナてl'1-々 を詳論するよりも,
二､しろ同鳥の標準タイプともいうべき地域･｢甜主民

を取 り挙げて,聴史 ･社会 ･法制 ･風俗 ･宗教の行

血か ら邑措 的に観ることにあ一1た｡ 苫=晋の肝 隼選定

:i,今 zlu)進歩 した民族 ･社会学か ら見れば妥当件

を欠 くようだが,そLJ)記述はil二筋である｡なおヨー

ロッパ勢力の この鳥との接 触,およびその情民過程

･支配体制それ.二通商状況はあま り触れ られていな

い｡ただ近世以来ヨーロッパ勢力と交渉を頻繁にも

--1たアチェ-しノ)16世紀以後の性 史が概観されており,

注目され ,7:,｡

この本は組版以来目次 も章ljrjもな く,23群 (旧版

では21子伴)uj見I'IFJLL,A,TTI-･の 卜に1/ji･々 独立 した叙述が成

されているので,いささかイこ快である｡また本吉が

記された当時は,スマ トラ島の大部分および西部狛

岸抽 典がまだ 卜分.pI調査されておらず,観察技術 も

1,li-､ていfilか -1たレノ)で, 今日か ら見れば物足 りない

点 も多い｡ しか し 本 吉がインドネシアU)民 族 誌 ･言

詰･憤1T-吊;.uj研究上,先駆的役割を果たしたことは
月T知のIjり三であ,-:jo i,,なみに甘苦にLlj'マライ語文江

･マライ'Fifr,J辞典 U)21Jlyl'･が あ /7,｡

(申 .片町二郎)
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